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自治会：北の台第二、北の台第四、香風、

 栄、さつき会、深大寺東、
 深大寺東第一、野ケ谷第二団地

 団 体：なかま・町づくり、タスクネット東京、
 東町ガーデン、エンピツ広場、

 住みやすい野ケ谷の会、
 子ども食堂深大寺東町、   
まんまる会

ふじみ地区自治会等連合会
奥深大寺「調布市北部地域」 ４月会報

連合会は環境、安全、福祉、地域交流をテーマに活動しています。
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4月8日（月）各小学校の入学式では多くの子どもたちを迎えまし
た。北小でも１５０人を超える新たな子どもたちが元気に通学し
ています。・・・ここでも地域の見守り力が必要としています。

春の全国交通安全運動

４月6日から15日まで、春の交通安全運動として航研前交差点で１０日間活動を行う。
期間中には活動巡視で市長、市議会議長副議長、交通対策課及び総合防災安全課
担当が来訪されました。また、北小通学路（北町、希望の家深大寺前）では、教育委員
会、道路管理課、調布安協の協調から、交通安全のぼり旗６本を掲示できました。結果、
見守り関係者からの反応は良好であり、他の通学路でも準備に向け動きたい。

１．スクールゾーンとは   
子供の交通安全を図るために設定された交通安全対策の重点地域。 小学校などを中心に半径約
500m程度の通学路に設定される。 車両通行禁止の時間帯には通行制限をされ、交通取り締まりの
対象となります。
２．通学路とは   
各学校が児童・生徒の登下校時における交通の安全等を確保するため、登下校時に通行する道路
として学校が指定している道路のことをいいます。居住車両は除くとされる事例が多く、現実的には
制限できないことから、子どもの列に侵入となり危険と隣り合わせになります。

２月、市立20校、私立2校の計22校につい
て学校周辺の通学路を調査。北小周辺は
道が狭く、通学路指定あるものの居住車両
を除くとしていることから、通り抜け車両が
非常に多い上に、学校の周りは独立した歩
道がない。子どもたちの安全を図るための
スクールゾーン規制もありません。

従来から通り抜け車両が多いと危険視され
るも、子ども優先の安全対策が講じれてい
ないことから、地域の課題として再認識する
必要があります。

花いっぱい活動（深大寺東町）

深大寺東第一自治会花いっぱいプロジェクト
場所：①とりで公園内、②三鷹通川歩道横
東町ガーデン（深大寺東自治会）
場所：すわくぼ児童遊園内（野ケ谷通り）

両活動団体とも、市緑と公園課所管の花いっぱい運動事業費補助金制
度を活用した活動で、毎年上期下期の年２回の補助申請をしている。
対象は、草花の苗、種子、球根、花が咲く樹木の苗、肥料、土壌改良剤、
スコップ等の器具、プランター等を範囲としている。



https://fujimi-jichi-rengo.jimdofree.com/

 

ふじみ地区自治会等連合会の1年間の活動

連合会は地域活動に関心のある方たちに積極的アプローチ、会報配布の拡大に努め、地域
づくり・町づくりをPRしてきました。構成は8自治会を中心に、3月新たな活動グループを加え、7
団体となりました。今後とも環境・安全・福祉・地域交流をコンセプトに、北部地域の交通、安全、
道の課題について広く議論を図り、テーマ別に協調してゆくことを目指したいと思います。

当会１年間の活動成果と幹事会、ミニ講座の開催実績について以下に示します。

日程：３月１６日 講師：ブランチ調布運営協議会運営委員 薩川良弥氏

講師は上記運営委員であるとともに 合同会社パッチワークスの代表として、各種イベ
ントの企画・運営に当たり、深大寺門前でシェアオフィスも経営。各所のまちづくり活
動に参画、ブランチ調布の諸行事の運営にも参画して当地域（奥深大寺と呼称）活性化
にも尽力されている。今回はその一端をご披露いただいた。
奥深大寺とは深大寺の北部で調布・三鷹を含む漠然とした
地域をイメージしている。狙いは駅前等の繁華街にない地域
の魅力を住民の力を借りて発掘し、これを地域の住民に伝え、
賑わい創出に寄与したいとのこと。定期的に会報を発行し、
更に毎月第二金曜日夕方、コミュニティスペースにて
「持ちよりバー」を主催している。

ミニ講座 調布と三鷹の接点を作る奥深大寺まちづくり活動について

東京都、調布市防災助成制度の活用

深大寺東第一自治会は地域防災の準備と
して、東京都防災助成金を受け災害時の非
常電源発電機とポータブル電源（太陽電池
セット）を１２月末に購入。また、調布市
防災助成金を受けて非常用イレ凝固剤700

包を購入。伊津野会長によれば、「都や市
の助成について役員会等で協議、申請に踏
み切る。手続きは少し手間取ったが、自ら
できる準備として補助金を活用、少しでも
災害時に役立てたい」との思いを聞く。
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